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パルスNMRによる染色ナイロン繊維の吸着水の観察

共立女大家政○大塚　美香　　酒井　哲也

　目的　ナイロン繊維の物性は、吸湿量自体は小さいが吸収することにより大きく変化す
ることが知られている。また、田村らは染色処理によって繊維の微細構造が変化すること
を報告している1)。これらを踏まえて、ナイロン６繊維の中の水に染色処理あるいは延伸
倍率の違いが及ぼす影響をNMRのT1 m定によって検討することを試みた。
実験方法　ナイロン６の市販マルチフィラメント糸を、分散染料を用い浴比を変え染色処
理を行い試料とした。これらの試料についてパルスNM R（20MHz、Bruker）を用い、水
のTI測定を行った。また、未処理のナイロン６のマルチフィラメント糸及びナイロン６の
延伸倍率の異なるモノフィラメント糸に対しても同様の測定を行った。
結果・考察　染色処理がTIに与える影響に関しては、染着濃度の増加に対しT1が大きくな
る傾向が見られた。T1の減少は水分子の励起状態の緩和速度増加を意味し、逆にT1の増加
は水分子と繊維分子との相互作用が弱まることを示唆するものと考えられる。TIを染着量
に対してプロットするとほぼ正の傾斜を持つ直線によって回帰できるので、侵入した水分
子のT1は染着量の増加とともにほぼ比例して増加することを意味し、繊維分子との相互作
用が弱まることを示唆する。また、延伸倍率の違うナイロン６の未処理試料に関するTI測
定では、モノフィラメント糸については延伸倍率が大きくなるほどTIも大きくなることが
観察され、少なくとも延伸倍率の増加に従って生じる構造の大幅な変化（高配向化、結晶
化）に対応していると思われる。市販マルチフィラメント糸については2.5倍延伸モノフィ
ラメント糸に対応する程度のT1しか示さなかった。
1）田村奈巳ら、日本家政学会第46回大会要旨集　P210
　田村奈巳ら、第23回繊維工学討論会要旨集

2NP－12 毛付き緬羊皮(ムートン)の保温性、吸湿性におよぽすシアリングの影響
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＜目的＞毛付き緬羊皮(ムートン)は優れた吸湿性と弾力性そしてやわらかな肌ざわりが床

ずれを防ぐ効果があるとされ、近年では衣料用だけではなく、医療用、介護用としても用

いられるようになった。毛付き緬羊皮は毛足が長いために通常はシアリング(刈毛)が行わ

れているが、最も効果的な毛の長さについての検討は行われていない。したがって、本研

究では毛付き緬羊皮のシデリングによる保温性、吸湿性への影響を検討した。

＜方法＞試料は市販の毛付き緬羊皮(ムートン)5枚である。シアリングは50inin, 35inffl、25

mm. 151m、Ominの5段階とし、シアリング後の試料について重量、保温率、熱伝導率、吸湿

度を測定した。保温率はJIS L 1096の保温性A法恒温法)により測定し、熱伝導率は京都

電子工業(株)製の迅速熱伝導率計QTM-D3を用いて測定した。吸湿度は温度20°C,相対湿度

65％の恒温恒湿状態に72時間放置後、同温度、湿度79%に72時間放置後秤量し、湿度65％

時の重量に対する増加割合と単位面積当たりの吸湿度を求めた。

＜結果＞1)試料全面について熱伝導率を測定した結果、腹部では他の部位に比べて小さか

った。これは革部の繊維構造が影響しているものと考えられた。2)毛部の重量は革部の重

量の約4倍のため、シアリングにより重量は著しく減少した。3)毛の長さが15ininの試料の

保温率は約75％と高いのに対し、毛を全て刈った試料(Omin)の保温率は約35％と低かった。

すなわち毛部が保温率を保っているものと考えられた。A)熱伝導率は毛の長さが50ni!nから

15㎜までの間は増加する傾向が認められなかったが. Oamiの試料では著しく増加した。5)

単位面積当たりの吸湿度はシアリングにより直線的に低下した。
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